
度
ま
で
の
つ
く
ば
の
子
ど
も

数
を
「
知
的
障
害
２
９
６

人
、
肢
体
不
自
由
１
１
４
人｣

と
推
計
。
「
県
南
地
区
に
閉

校
後
の
校
舎
等
を
利
用
し
た

新
校
設
置
、
近
隣
校
も
含
め

通
学
区
域
を
見
直
す
」
と
明

記
し
ま
し
た
。 

 

現
在
の
取
組
に
つ
い
て
担

当
者
は
、｢

利
用
で
き
る
校
舎

の
絞
り
込
み
を
し
て
お
り
、

今
年
度
中
に
決
め
た
い
。
面

積
は
１
万
７
千
㎡
以
上(

中
学

校
程
度)

で
耐
震
性
が
あ
る
施

設
」
と
回
答
。
整
備
費
用
を

抑
え
る
た
め
で
す
。 

 

問
題
は
分
離
・
新
設
の
時

期
で
す
。｢

早
く
て
も
31
年
」

と
担
当
者
。
31
年
と
い
え
ば

第
２
期
計
画
の
終
了
年
度
。

｢

早
期
に
過
密
解
消
す
る
」
と

約
束
し
た
教
育
長
答
弁
か
ら

ほ
ど
遠
い
も
の
で
す
。 

 

教
室
不
足
の
解
消
と
教
育

条
件
の
整
備
に
引
き
続
き
が

ん
ば
り
ま
す
。 
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日
本
共
産
党 

山
中
た
い
子

  
 

 

 

３
月
県
議
会
の
一
般
質
問

で
、
県
立
つ
く
ば
特
別
支
援

学
校
の
児
童
生
徒
数
が
開
校

時
の
２
倍
に
増
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
「
早
急
な
分
離
・

新
設
を
」
と
要
求
。
そ
の
進

捗
状
況
を
報
告
し
ま
す
。 

 

県
教
育
長
は
私
の
質
問
に

「
県
下
最
大
の
大
規
模
校
で

あ
り
、
過
密
解
消
は
最
優
先

課
題
」
と
答
弁
。｢

分
離
・
新

設
場
所
は
、
す
で
に
閉
校
し

た
校
舎
を
活
用
し
、
で
き
る

限
り
早
期
に
過
密
解
消
」
す

る
方
向
を
示
し
ま
し
た
。 

 

１
５
３
教
室
も
不
足 

教
育
条
件
の
改
善
急
務 

  

県
内
の
特
別
支
援
学
校
23

校
中
14
校
で
１
５
３
教
室
が

不
足
し
て
い
ま
す
。
な
か
で

も
、
つ
く
ば
は
24
教
室
不
足

と
最
大
で
す
。 

 

県
が
３
月
に
策
定
し
た

「
第
２
期
特
別
支
援
学
校
整

備
計
画
」
で
は
、
平
成
31
年

 ８月２日、総合運動

公園計画の賛否を問う

住民投票が実施され、

｢反対｣票が８割超と大

差で勝利しました。１

年半余りの粘り強い市

民運動が実りました。 

 総事業費３０５億円

の運動公園計画は、市の年間予算の４割にもなる巨大事業

です。市原健一市長は、昨年２月に基本構想を発表し、３

月市議会で４６ヘクタール、６６億円の土地購入を強行し

ました。 

 消費税増税や年金引き下げ、高い国保税でくらしが大変

です。｢年間１万２千円もの介護保険料引き上げや、水道

料金の３割値上げはとんでもない｣、｢つくバス・つくタク

の改善を｣など、くらし・福祉充実の願いとともに税金の

使い方を厳しく問う声が多数寄せられました。 

 市民の声を聞かない市長の暴走に｢待った！｣をかけた住

民投票。まずは、計画を白紙に戻すことです。 

 

ゆ
っ
く
り
学
ぶ 

 

      

し
っ
か
り
学
ぶ 

  「
シ
ャ
ン
テ
イ
つ
く
ば
」 

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
自
立
訓
練 

 
 

 

発
達
障
が
い
や
知
的
障
が
い
を

も
つ
青
年
た
ち
の｢

学
び
の
場｣

を

考
え
、｢

主
体
的
に
、
豊
か
な｣

青

年
期
を
保
障
す
る
専
攻
科
づ
く
り

運
動
を
す
す
め
て
い
ま
す
。 

障
が
い
が
あ
っ
て
も
、
高
校
卒

業
後
も
仲
間
と
一
緒
に
い
ろ
い
ろ

体
験
し
た
い
！
学
び
た
い
！
こ
の

当
た
り
前
の
願
い
実
現
と
、
自
立

し
た
地
域
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。
つ
く
ば

市
内
で
来
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。 

 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

茨
城
の
専
攻
科
を 

 

 

考
え
る
会
（
飯
塚
忠
理
事
長
） 

 

つくば市 住 民 投 票 

運動公園 反対８割 

つ
く
ば
特
別
支
援
学
校
の
分
離･

新
設
「
一
日
も
早
く｣ 

▼
特
別
支
援
学
校 

不
足
教
室
数 

（２
０
１
５
年
度
） 

紹 介 

 
▲7･26市民集会で訴える住民の会代表 

 
 
 
 

山
中
た
い
子 

  

暑
い
夏
、
「戦
争
法
案
、
絶
対
に

と
め
る
！
」熱
い
た
た
か
い
。
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｌ
Ｄ
ｓ(

学
生
た
ち
の
運
動)

や
、

「だ
れ
の
子
ど
も
も
こ
ろ
さ
せ
な

い
」と
マ
マ
の
渋
谷
ジ
ャ
ッ
ク
、
マ
イ
バ
ッ

グ
で
「戦
争
反
対
」と
ア
ピ
ー
ル
す

る
方
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
言
葉

で
思
い
を
語
り
行
動
し
て
い
て
感

動
し
ま
す
。 

 

市
民
共
同
で
、
Ｔ
Ｘ
駅
前
の
毎

週
金
曜
ラ
ン
タ
ン
行
動
や
女
性
の

レ
ッ
ド
ア
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
「ま
つ
り
つ
く
ば
」会
場

近
く
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
ア
ピ
ー
ル

で
は
、
子
ど
も
連
れ
の
お
母
さ
ん

か
ら
「私
も
戦
争
法
に
反
対
。
が

ん
ば
って
下
さ
い
」と
声
を
か
け
ら

れ
、
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

８
月
は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
も
ア

ジ
ア
・太
平
洋
戦
争
時
の
記
録
や

証
言
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
私
の

父
も
沖
縄
戦
に
参
加
し
、
命
か
ら

が
ら
福
島
に
帰
って
き
て
、
姉
や

弟
妹
、
私
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
奇

跡
的
な
い
の
ち
の
つ
な
が
り
を
思

う
時
、
本
当
に
二
度
と
戦
争
は

あ
って
は
な
り
ま
せ
ん
。 

 

戦
争
法
案
廃
案
へ
、
み
ん
な
の
力

を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
！ 

 北茨城特別支援学校  ５ 

 水戸特別支援学校  ５ 

 水戸飯富特別支援学校 １７ 

 友部特別支援学校  １８ 

 勝田特別支援学校  ２１ 

 鹿島特別支援学校  １４ 

 土浦特別支援学校  ６ 

 美浦特別支援学校  １８ 

 伊奈特別支援学校 １１ 

 つくば特別支援学校  ２４ 

 下妻特別支援学校 １ 

 結城特別支援学校 １ 

 協和特別支援学校 １０ 

 境特別支援学校 ２ 

計 １５３ 

９月定例県議会のお知らせ ９／４（金）～１０／１（木） 



「
払
わ
な
い
と
は
言
っ
て

い
ま
せ
ん
。
収
入
に
応
じ
て

分
割
で
の
支
払
い
を
認
め
て

ほ
し
い
」
と
、
給
与
明
細
も

出
し
て
訴
え
ま
し
た
。
一
括

返
済
を
求
め
る
機
構
に
対

し
、｢

国
税
庁
の
通
達(

※
)

で
、
納
付
困
難
な
場
合
は
納

税
の
猶
予
が
認
め
ら
れ
て
い

る｣

と
交
渉
。
約
２
時
間
の
話

し
合
い
の
末
、
返
済
計
画
や

支
出
証
明
書
を
持
ち
、
再
度

相
談
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。  

大
企
業
に
は
減
税
す
る
一

方
、
庶
民
に
は
高
す
ぎ
る
国

保
税
や
医
療
費
負
担
、
消
費

税
増
税･･･

。
同
機
構
の
厳
し

い
取
立
て
と
「
差
押
え
あ
り
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日
本
共
産
党 

上
野
た
か
し 

茨
城
県
が
全
国
に
先
駆
け

て
つ
く
っ
た
茨
城
租
税
債
権

管
理
機
構
。
い
わ
ば
「
公
営

の
税
金
取
立
て
機
関｣

で
す
。

県
職
員
４
名
を
機
構
に
派
遣

し
、
１
年
間
で
延
滞
金
５
億

円
を
含
む
20
億
円
の
「
徴
税

実
績
」
を
誇
っ
て
い
ま
す
。 

橋
本
知
事
は
「
生
活
困
窮

者
に
は
納
税
相
談
を
て
い
ね

い
に
行
い
、
納
税
の
猶
予
や

滞
納
処
分
の
執
行
停
止
な

ど
、
個
々
の
実
情
に
応
じ
た

取
り
扱
い
を
行
っ
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
」
と
議
会
で
答

弁
し
て
い
ま
す
が
、
実
態
は

違
っ
て
い
ま
す
。 

先
日
、
「
親
の
介
護
で
仕

事
に
出
ら
れ
な
い
こ
と
が
多

く
な
り
、
税
金
を
滞
納
し

た
。
債
権
管
理
機
構
か
ら
執

拗
に
納
税
を
迫
ら
れ
て
い
る

が
、
現
状
で
は
全
額
支
払
う

の
は
困
難
」
と
の
相
談
を
受

け
、
機
構
に
同
行
し
ま
し

た
。  

自
殺
者
ま
で
生
む
租
税
債
権
管
理
機
構
と
交
渉 

８月上旬に竜ケ崎工事事務所へ行きました。

私が住んでいる取手市内でも「県道はとくにセン

ターラインが消えていたり、デコボコが多い」と

言われます。１ヵ所ずつ「白線のライン引きを｣

「歩道の草刈りを｣「河川の泥さらいを」と要

望。そのたびに「なかなか予算が取れない」と職

員。今年度の県の道路橋梁予算は、維持補修に約

１９億６千万円。一方、新たな道路建設に４９２

億９千万円です。霞ケ浦導水事業や八ツ場ダムな

どムダな開発には数千億円の予算です。 

「生活道路や安全優先の予算を」と税金の使

い方をただし、改善を求めていきます。 

生 活 道 路 の 改 善 を  
県土木事務所に要望 

き
」
の
徴
税
に
よ
り
、
つ
い

に
今
年
１
月
、
県
内
で
自
殺

者
も
生
ま
れ
ま
し
た
。 

憲
法
第
25
条
の｢

生
存
権｣

を
か
け
、
暮
ら
し
最
優
先
の

県
政
へ
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん

ば
り
ま
す
。 

「
納
税
の
猶
予
等
の
取
扱
要
綱
」

よ
り
抜
粋
（
※
） 

 

納
税
者
か
ら
、
そ
の
納
付
す
べ
き

国
税
に
つ
き
即
時
に
納
付
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
旨
の
申
出
等
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
そ
の
実
情
を
十
分
調

査
し
、
納
税
者
に
有
利
な
方
向
で
納

税
の
猶
予
等
の
活
用
を
図
る
よ
う
配

慮
す
る
。
（
第
１
章
１
） 

 
 
 
 

上
野
た
か
し 

 

学
生
時
代
の
夏
休
み
に
、
祖
父

と
二
人
で
中
国
に
行
き
ま
し
た
。

祖
父
が｢

南
京
に
行
き
た
い｣

と
、

３
枚
の
写
真
を
見
せ
て
く
れ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
黄
色
く

変
色
し
た
写
真
に
は
、
後
ろ
手
に

縛
ら
れ
た
中
国
人
の
首
に
日
本

刀
を
振
り
下
ろ
す
日
本
兵
の
姿
。

「お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
し
て
し
ま
った

こ
と
だ
。
手
を
合
わ
せ
た
い
」

と
・・・。 

安
倍
首
相
の
「七
〇
年
談
話
」

は
、
「（日
露
戦
争
が
）植
民
地
支

配
の
も
と
に
あ
った
多
く
の
ア
ジ
ア

や
ア
フ
リ
カ
の
人
々
を
勇
気
づ
け

た
」と
歴
史
を
歪
曲
。
「反
省
」も

「お
わ
び
」も
過
去
の
歴
代
政
権
が

表
明
し
た
事
実
を
言
う
だ
け
の
、

聞
く
に
た
え
な
い
も
の
で
し
た
。 

も
う
一
つ
、
「？
」と
疑
問
に

思
った
こ
と
は
、
「あ
の
戦
争
に
は

何
ら
関
わ
り
の
な
い
、
私
た
ち
の

子
や
孫
、
そ
し
て
そ
の
先
の
世
代

の
子
ど
も
た
ち
に
、
謝
罪
を
続
け

る
宿
命
を
背
負
わ
せ
て
は
な
り
ま

せ
ん
」と
い
う
部
分
で
す
。
「は
た

し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
」と
考
え
ま

し
た
。
自
分
の
国
の
過
去
と
真
剣

に
向
き
合
って
こ
そ
、
周
辺
の
国
々

と
対
等
に
、
平
等
に
、
そ
し
て
平

和
的
に
、
腹
を
割
っ
て
話
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
。 

み
な
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
か
。 

 

 防衛省に対し、県内１０カ所の

自衛隊基地の主な活動内容

や、百里基地への戦闘機・輸送

機の配備状況を確認。 

 また、県南西部で低空飛行の

米軍C130がたびたび目撃され

る問題や、CV22オスプレイの配

備計画を問いただしました。 右から上野・山中県議、塩川衆院議員、江尻県議（衆議院会館） 

９月１６日(水)午後１時 予定 

日本共産党がおこなった市民アンケートに、たくさんの要望が

寄せられました。 

「安全保障関連法案(戦争法案)について、どう思いますか？」

の設問に、８３％が「廃案に｣「審議不足｣と回答。派遣労働をさ

らに拡大させる労働者派遣法の改悪にも７４％が｢反対」です。 

「国民健康保険税や水道料金を値下げして｣「取手の生活環境を

良くしてほしい｣など、寄せられた要望実現へがんばります。 

９月県議会で初めての一般質問に立ちます。ぜひ、傍聴にお越

しください。バスが出ます。☎０２９７(７２)７８１６上野事

務所までお問い合わせください。 



 震災で水戸市民会館が使えなくなって４年過ぎ。｢市民

の意見を聞いて、市民が使いやすい会館の再建を｣という

声とは裏腹に、市は泉町再開発事業と一体に整備する方

針です。旧京成デパート（伊勢甚所有）の建物を壊し、

敷地内にある病院や事業所を移転補償。反対の地権者も

います。事業費は300億円。2000名の大ホールを含め

3700名収容の巨大施設は、維持管理費もばく大です。 

 水戸市には他の 

施設もあります。 

 ｢つくば市のよう 

に住民投票すべき」 

という声も。いま、 

計画の白紙撤回を 

求める署名活動が 

始まっています。 

 

 

発
言
を
規
制
す
る
県
議
会 

 

 

茨
城
県
議
会
は
、
63
名
の

県
議
に
対
し
本
会
議
の
一
般

質
問
を
年
間
40
名
に
制
限
し

て
い
ま
す
。
私
は
、
発
言
の

自
由
を
求
め
な
が
ら
、
所
属

す
る
保
健
福
祉
委
員
会
や
予

算
特
別
委
員
会
で
、
県
政
の

問
題
点
を
た
だ
し
、
要
望
を

届
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

全
国
８
位
の
財
政
力
を 

医
療･

介
護･

子
育
て･

教
育
に 

 
  

消
費
税
を
増
税
し
な
が

ら
、
年
金
を
減
ら
し
、
医
療

や
介
護
を
切
り
捨
て
る
安
倍

政
治
。
子
育
て
や
教
育
の
支

援
も
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。 

 

保
育
所
待
機
児
童
は

今
年
４
月
、
県
全
体
で

３
７
３
人
。
そ
の
う
ち

水
戸
市
が
１
５
８
人
で

最
も
多
く
、
こ
れ
か
ら

も
粘
り
強
く
増
設
を
求

め
て
い
き
ま
す
。 

 

放
課
後
や
夏
休
み
に

子
ど
も
た
ち
が
利
用
す

水戸市笠原町９７８－６ 茨城県議会内日本共産党議員室 
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霞
ヶ
浦
導
水
事
業
は
中
止
に 

環
境
破
壊
の
ム
ダ
使
い
！ 

  

那
珂
川
と
涸
沼
の
漁
業
者

が
霞
ヶ
浦
導
水
事
業
の
差
し

止
め
を
求
め
た
訴
訟
で
、
水

戸
地
裁
は
７
月
、
請
求
棄
却

の
不
当
判
決
を
下
し
ま
し

た
。
漁
協
側
は
高
裁
に
控

訴
。
た
た
か
い
は
続
き
ま
す
。 

 

那
珂
川
と
霞
ケ
浦
、
利
根

川
を
地
下
ト
ン
ネ
ル
で
結
ん

で
水
を
行
き
来
さ
せ
る
水
源

開
発
。
昭
和
59
年
の
工
事
開

始
以
来
、
予
算
額
１
９
０
０

億
円
の
う
ち
約
８
割
を
使
っ

て
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
は
３
割

し
か
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。 

 

水
は
余
り
、
霞
ヶ
浦
の
浄

化
に
な
ら
ず
、
那
珂
川
な
ど

自
然
や
生
態
系
を
壊
す
ム
ダ

な
開
発
を
な
ぜ
止
め
ら
れ
な

い
の
か
。
国
と
一
体
に
な
っ

て
税
金
投
入
を
続
け
る
県
政

を
変
え
た
い
！
声
を
あ
げ
続

け
て
が
ん
ば
り
ま
す
。 

原
発
は
廃
炉
に 

 

 

福
島
原
発
事
故
の
反
省
も

な
く
九
州
電
力
川
内
原
発
を

再
稼
働
さ
せ
た
安
倍
内
閣
。

放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
方
法

も
決
ま
ら
ず
、
事
故
時
の
住

民
避
難
も
不
可
能
で
す
。 

 

県
は
「
東
海
第
２
原
発
の

再
稼
働
は
認
め
な
い
。
廃
炉

に
」
と
決
断
す
べ
き
で
す
。 

施設名 収容人数 利用率 

新水戸市民会館 
大ホール ２０００名 不透明 

県民文化センター 
大ホール １５１４名 約８０％ 

（旧水戸市民会館 
大ホール） (１００４名) 約６０％ 

県民文化センター 
小ホール ４６０名 約８０％ 

県総合福祉会館 
コミュニティホール ２８６名 約６０％ 

2倍 

日
本
共
産
党 

江
尻
か
な 

る
学
童
ク
ラ
ブ
も
、
６
年
生

ま
で
利
用
で
き
な
い
施
設
や

指
導
員
が
足
り
な
い
現
状
の

解
決
を
求
め
て
い
ま
す
。 

 

保
健
福
祉
委
員
会
で
は｢

医

療
と
介
護
の
連
携
推
進｣

を

テ
ー
マ
に
審
議
。
７
月
に
は

長
野
・
新
潟
・
富
山
県
の
取

り
組
み
を
視
察
し
ま
し
た
。 

 

介
護
保
険
の
改
悪
で
、
要

支
援
１
、
２
の
高
齢
者
（
県

内
で
約
２
万
３
千
人
）
の

サ
ー
ビ
ス
が
削
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
に
、
不
安
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
保
険

料
・
利
用
料
の
値
下
げ
や
、

介
護
労
働
者
の
処
遇
改
善
、

医
師
確
保
に
県
の
役
割
を
発

揮
す
べ
き
で
す
。 

 
 
 
 
 

江
尻
か
な 

  

私
が
初
め
て
水
戸
市
議
選
に
挑
戦

し
た
の
は
28
歳
。
翌
日
の
記
者
会
見

準
備
を
し
て
い
た
夜
に
、
ア
メ
リ
カ
で

同
時
多
発
テ
ロが
起
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
や
イ
ラ
ク
を
攻
撃
。
空
爆
で
傷
つ
い

た
大
勢
の
子
ど
も
、
包
帯
で
ぐ
る
ぐ

る
巻
き
に
さ
れ
て
訴
え
る
瞳
。
そ
の
時

２
歳
だ
った
息
子
の
姿
と
重
な
り
、
街

頭
演
説
で
何
度
も
怒
り
と
涙
が
込
み

上
げ
ま
し
た
。
当
時
の
新
聞
記
事
は

今
も
捨
て
ら
れ
ま
せ
ん
。 

        

戦
争
は
人
間
の
一
番
大
事
な
も
の

を
奪
う
国
家
の
横
暴
で
す
。
戦
争
を

繰
り
返
し
て
き
た
日
本
が
、
戦
争
を

放
棄
す
る
と
憲
法
で
誓
って
か
ら
、
ま

だ
70
年
。
紛
争
が
絶
え
な
い
世
界

に
、
日
本
だ
か
ら
で
き
る
平
和
貢
献

が
あ
る
は
ず
で
す
。 

 

広
島
、
長
崎
、
沖
縄
に
も
行
き
ま
し

た
。
大
学
時
代
に
原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
に
参
加
し
、
核
兵
器
廃
絶
の
署

名
を
千
筆
集
め
、
国
連
に
届
け
ら
れ

ま
し
た
。
来
年
の
夏
は
、
小
学
６
年
生

に
な
る
娘
と
一
緒
に
、
広
島
へ行
こ
う

と
思
って
い
ま
す
。 

予算特別委員会で

霞ヶ浦導水事業の

中止を求めて質問 

原電前抗議行動で訴え 

 ▲切り抜き写真 

９月定例県議会のお知らせ ９／４（金）～１０／１（木） 

市民会館大ホール 市は２倍化の計画 



 

 

 

  

 日本共産党茨城県議団は７月２７日、県議会の会議室

で「戦争の歴史を語り継ぐ」学習会を開催し、会場いっ

ぱいの７０名が参加しました。 

 ６月定例県議会で、「戦後７０年にあたっての決議」

が自民党、公明党、民主党から提出され、日本共産党は

「植民地支配と侵略」という日本の加害責任について、

まったく触れていないことなどから反対しました。 

 学習会では、茨城大学准教授の佐々木啓氏が「なぜ戦

争をしたのか、どういう戦争をしたのか｣、元日本社会教

育学会長の島田修一氏が「憲法の理念を生かす平和記念

館づくり運動」と題して講演しました。 

◇民衆生活の軽視・言論封殺が侵略戦争へと◇ 

 佐々木氏は「当時の日本が民衆の生活を軽視し、言論

の自由を封殺したことが侵略戦争に結びついていった」

と述べ、▽陸海軍合わせた兵員総数が５１万人(1936年)

→７１９万人(1945年)に増え、非軍人も激しい労働力動

員▽軍人戦死者約２３０万人のうち半数以上が餓死▽｢防

空法｣により｢空襲は逃げずに消せ｣と強制され、米軍が空

からまいた｢空襲予告ビラ｣は強制的に回収された▽特攻

隊をどう伝えていくのか─などについて話しました。 

◇ 茨城の地に｢平和と戦争｣の学習運動を ◇ 

 島田氏は｢市民の学び｣こそ社会をよくするという立場

から▽平和展示活動を市民の集い学び合うセンターづく

りに発展させようと『展から館へ』を呼びかけ、▽長野

県｢満蒙開拓平和記念館｣が地元阿智村の学習活動の歴史

から生まれた経験に学び、▽平和と民主主義を守る砦と

しての平和博物館づくりをめざそうと訴えました。       

 講演後、参加者から次々に質問や意見が出され、充実し

た学習会となりました。 

 

＜参加者の感想＞ 
 

「こういう学習会は初めて。戦争もいろいろな角度から見な 

 ければならない」（常陸大宮市・男性） 
 

「内容が濃く､一時的な『〇〇展』から常設の『〇〇館』へ 

 の重要性についての説明に感動した」（水戸市・男性） 
 

「１５年戦争は満州から始まったが、なぜ満州なのか。日本 

 の侵略の事実についてもっと学習する必要を強く感じた」 

（取手市・男性） 
 

「阿見や内原の記念館の在り方に疑問を持っていたので、参  

 考になった」（茨城町・女性） 
 

「『永遠の０』について、歴史的文脈から切り離された感動 

 であるとの分析は分かりやすい」（水戸市・男性） 
 

「安倍暴走政治への批判と問題点を指摘しながらの話しは参 

 加者を引き付ける講義だった」（水戸市・男性） 
 

「『太平洋戦争を侵略戦争だったと考えている人が３０％』 

 という事について考えさせられた」（取手市・男性） 
 

「中学生・高校生に日本の近代史をどのように教えるかを重  

 視しなければならない」（那珂市・男性） 
 

「資料館の殆どは戦争が起こった経緯を示していない。私自 

 身、加害の視点、戦争が起きた経緯からの展示の欠落を指 

 摘してもらったのは生徒からである」（水戸市・女性） 

｢戦争の歴史を語り継ぐ」｢戦争の歴史を語り継ぐ」｢戦争の歴史を語り継ぐ」   

日本共産党茨城県議団主催 学習会 

県議団が県内調査                へ 原 発 施 設   

  

 東海村にある日本原

電東海第2原発の過酷

事故を想定した広域避

難計画をめぐる問題

で、日本共産党国会議

員団北関東ブロック事

務所は8月11日、東

海第2原発を視察する

とともに、東海村内で交流会を開きました。 

 共産党県議団の山中、江尻、上野３県議が参加し、梅村さ

えこ衆院議員、おくだ智子氏（参院比例予定候補）、埼玉・

栃木・群馬の県議や担当者、東海村議のみなさんと活発に意

見交換しました。 

 交流会では「東海第2原発再稼働阻止・廃炉を求める県民

センター」の田村武夫代表が茨城県の広域避難計画の問題点

を詳しく述べ、廃炉を求める運動が県内で広がっていること

を報告。山中たい子県議は「県の避難計画は原発の単独事故

のみを想定したもので、地震や津波などの複合災害を想定し

ていない」と指摘しました。 

 梅村衆院議員は「介護施設な

どの入居者をどう避難させるの

かも明確でない。運動を広げて

廃炉にしたい」と話しました。 

 村岡正嗣埼玉県議は「事故の

規模によっては埼玉も被災県に

なりかねない」と危機感を表

明。野村せつ子栃木県議も「原

発に根本的な安全対策などはな

く、廃炉以外にない」と発言し

ました。 

 

 

▲住宅地の向こうに見える東海 

 第２原発（東海村） 

会場いっぱいの７０名参加 


